
社
会
の
中
で
の
土
木
の
役
割
は
、

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
・
維

持
管
理
を
通
じ
た
社
会
貢
献
で
す
。

こ
れ
は
、
き
わ
め
て
公
共
性
が
強
く

重
要
な
意
義
を
持
ち
、
魅
力
的
で
誇

り
の
持
て
る
仕
事
で
す
。
し
か
し
、

2
0
1
2
年
2
月
に
発
生
し
た
岡
山

県
倉
敷
市
の
水
島
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
内
に
お
け
る
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル

掘
削
工
事
現
場
で
の
事
故
や
、
同
5

月
に
発
生
し
た
新
潟
県
南
魚
沼
市
の

国
道
2
5
3
号
八は

っ
か
と
う
げ

箇
峠
ト
ン
ネ
ル
坑

内
で
起
き
た
爆
発
事
故
な
ど
、
現
在

で
も
建
設
工
事
中
の
重
大
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
重
大

事
故
を
根
絶
し
、
土
木
工
事
の
技
術

的
安
全
性
の
確
保
・
向
上
を
図
る
こ

と
が
、
土
木
界
に
強
く
求
め
ら
れ
て

い
る
と
感
じ
ま
す
。

　

土
木
工
事
の
安
全
性
確
保
の
方
策

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
一
般
的
に
議
論

さ
れ
て
き
た
の
は
現
場
で
の
労
働
安

全
・
衛
生
管
理
で
あ
り
、
こ
の
点
に

関
し
て
は
相
当
に
実
施
さ
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
安
全
性
を
よ
り
確
保
し
向
上

さ
せ
る
た
め
に
は
、
施
工
時
の
労

働
災
害
の
防
止
に
加
え
て
、
事
業

の
上
流
側
、
す
な
わ
ち
計
画
、
設

計
、
施
工
計
画
の
各
段
階
で
の
さ

ら
な
る
対
策
が
必
要
で
す
。

　

ま
ず
、
施
工
に
先
立
つ
各
段
階

で
、
事
業
者
が
潜
在
的
な
危
険
性

を
認
識
す
る
総
合
的
な
仕
組
み
、

す
な
わ
ち
、
安
全
性
の
確
保
・
向

上
を
図
る
た
め
の
、
分
野
・
組
織

横
断
的
に
知
識
・
経
験
を
統
合
し

た
取
組
み
が
不
十
分
な
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
計
画
・
設

計
段
階
で
工
事
の
安
全
性
に
関
す

る
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
で

も
、
一
般
的
に
年
度
単
位
で
実
施

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
安
全

に
関
す
る
技
術
的
な
検
討
が
総
合

的
に
実
施
さ
れ
て
い
な
い
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
公
共
事
業
で
は
、
学
識

経
験
者
等
に
よ
り
計
画
、
設
計
、
施
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さ
ら
に
、
契
約
図
書
で
求
め
ら
れ
る

成
果
、
標
準
的
な
品
質
、
出
来
形
を
確

保
す
る
こ
と
に
必
要
な
費
用
の
み
を

確
保
す
る
傾
向
を
改
め
、
安
全
性
向

上
に
必
要
な
費
用
を
さ
ら
に
計
上
す

る
仕
組
み
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
考
え
ま
す
。

　

2
0
0
4
年
度
に
施
行
さ
れ
た「
公

共
工
事
の
品
質
確
保
の
促
進
に
関
す

る
法
律
（
品
確
法
）
」
に
よ
り
、
国
等

の
発
注
者
の
責
務
が
明
確
に
な
り
、

こ
の
点
で
は
品
質
確
保
を
目
的
と
し

た
事
故
防
止
の
対
策
は
進
ん
で
き
ま

し
た
。
引
き
続
き
、
事
故
発
生
の
根
本

的
な
課
題
を
学
術
的
な
面
も
含
め
て

総
合
的
に
解
決
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
安
全
確
保
と
い
う
重
要

な
課
題
に
対
し
て
産
学
官
の
協
働
で

真
摯
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
土
木
工

事
が
危
険
で
あ
る
と
い
う
社
会
の
印

象
を
払
し
ょ
く
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
の
取
組
み
は
、
総
合

的
な
技
術
力
の
向
上
と
技
術
開
発
に

役
立
つ
と
思
わ
れ
ま
す
。

工
計
画
の
段
階
で
安
全
確
保
の
検
討

が
行
わ
れ
て
い
る
事
例
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
民
間
事
業
の
場
合
に
は
、
そ

の
よ
う
な
取
組
み
が
十
分
で
は
な
い

と
思
わ
れ
ま
す
。
費
用
的
な
観
点
か

ら
は
、
事
業
者
の
安
全
管
理
に
関
す

る
要
領
が
示
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

十
分
な
費
用
が
考
慮
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
や
、
価
格
競
争
に
依
然
と
し
て

重
点
が
お
か
れ
、
安
全
性
の
確
保
・

向
上
の
た
め
に
本
来
必
要
な
費
用
が

結
果
的
に
担
保
さ
れ
て
い
な
い
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
に
関
し
、
土
木
工

事
の
技
術
的
安
全
性
を
確
保
し
向
上

す
る
た
め
に
は
、
施
工
前
に
学
識
経

験
者
・
専
門
家
に
よ
る
安
全
性
の
審

査
を
実
施
し
、
そ
の
知
見
・
経
験
を

反
映
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

審
査
に
際
し
て
は
、
組
織
・
分
野
横

断
的
な
協
働
に
よ
る
取
組
み
が
肝
要

で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
安
全
性
の
審
査

は
、
公
共
事
業
の
み
な
ら
ず
、
民
間
事

業
に
適
用
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
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